
受けないと損！

健康診健康診査査・・がん検診がん検診
がんの５年生存率
がん検診で早期発見できれば、約９割の確率で
命が救われます。がんの有無は自覚症状だ
けでは分かりません。

検診の自己負担額 健診と医療費

これらの検診を全て受ける場合、
男性 3,100 円、女性 4,100 円
の自己負担額で受けることができます。

健診を受診していない人は、受診している人と
比較すると、生活習慣病などにかかる医療費が
約 25,000 円高いとされます。
10 年後には 25 万円の差が生じる計算です。

 胃 大腸   肺   乳 子宮頸  前立腺
■ステージⅠ
    ( 早期がん ) 98.7 98.8 85.6 100.0   93.6  100.0

■ステージⅣ   6.2 23.3   7.3   38.8   26.5    65.6

■ 健診受診者   　  9,252 円
■ 健診未受診者　34,475 円

一人あたりの医療費

がん検診がん検診 を受けましょう
がんは早期発見できた場合、約 9 割の人が治るとされます。
がんになっているかは、自覚症状だけでは分かりません。

肺

対象 以下６つの部位で自覚症状のない人
内容 がんの疑いをチェックします

40 歳以上
※年１回

胃胃 50 歳以上
※２年に１回（（内視内視鏡鏡））

大腸 40 歳以上
※年１回

乳 40歳以上（女性）
※２年に 1 回

子宮
頸
け い ぶ

部
20歳以上（女性）
※２年に 1 回

前立腺 50歳以上（男性）
※年 1 回

同封の「受診シール」
に受診できる健（検）
診に住所・氏名・生年
月日が印字されていま
す。ご確認ください。

＼ ５月に届いたピンクピンクの封筒を開けましたか？ ／

「忙しいから」「検査
は苦手だから」と先延ば　　
　しせずに、必ず検診を

受けてください。

25,00025,000 円の差円の差

〈生活習慣病患者 1 人あたりの健診受診にかかる医療費〉

単位（％）

単位（円）

健康課健康課
島村仁基島村仁基

問合 健康課予防係☎内線3163
※特定健康診査は高齢者医療確保法に基づいて実施され、保険者は実施が義務付けられてい
ます。がん検診は健康増進法に基づいて実施され、市町村は実施する努力義務を負っています

※右表は全がん協生存率調査による（全がん協部位別臨床病
気別５年相対生存率 2011 年から 2013 年診断症例の数値）

※数値は令和５年度 KDB データによる

※胃バリウム検査は内視鏡とバ
リウム検査のいずれかを受ける
ことができます。バリウム検査は
40 歳以上を対象に、年 1 回受診
のご案内をしています ※
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単位（年額）

〈 国民健康保険加入者 市の現状 〉〈 国民健康保険加入者 市の現状 〉

受診者の割合 受診者の年齢 生活習慣病と医療費

コロナ禍で一時的に低下した受
診率は、令和５年度にはコロナ
禍前の水準に戻りつつあります
が、未だに半分以上の人が受診
の機会を逃しています。

40 歳代の外来医療費は、30 歳代と
比較すると、男性は 6 倍、女性は 2
倍以上です。年齢に関わらず、若年
層の 40 歳代も健（検）診を受けるこ
とで、医療費が抑えられる可能性が
高まります。

〈男女別・過去 5 年の国保特定健診受診率〉 〈年齢別・国保特定健診受診率〉 〈R5 年度国保加入者 1 人あたり外来医療費〉

40歳代

40歳代

30歳代

30歳代

[

女
性]

[

男
性]

特定健康診査特定健康診査 を受けましょう
通院していない人に限らず、通院中の人も治療中の
病気とは違う別の病気の早期発見にもつながります。
痩せ型でも筋肉量が少ない人は、生活習慣病のリス
クが進行している場合があります。早期発見は、命
だけでなく、治療費や通院時間を減らすことができ
ますので、まずは受診しましょう。

対象 40 歳～ 74 歳
内容 メタボリックシンドロームや生活習慣病のリスク
をチェックします
※後期高齢者医療制度に加入している人（主に 75
歳以上）は、後期高齢者健診を受けられます

● 40 歳からの特定健診
～国民健康保険特定健診受診推奨動画～

群馬県出身のお笑
い芸人兼現役医師
のしゅんしゅんクリ
ニック P が、特定
健康診査を解説。

特定健康診査の結果から、生活習慣病のリスクがあ
ると判断された人を対象に、生活習慣を見直すサポー
トを行っています。通知が届いた人はご利用ください。

● 特定保健指導  〈減る脂い（ヘルシー）教室〉

22 倍倍
22倍倍

66 倍以上倍以上
単位（円）

動画動画

健康課健康課
木村ひまり木村ひまり

※数値は令和５年度 KDB データによる

                                     ◆◆  継続して受診している皆さんへ  ◆◆

いつも受診ありがとうございます。結果を比較することで体の変化に気づき、
日々の健康管理に役立ちます。これからも継続した受診に努めましょう。

受診率は年齢と比例し、70 歳代
は 40 歳代の 2 倍以上です。こ
のことから、若い年代ほど受診
の機会を逃しています。

   市の現状を知り、いか

   がでしたか。ご自身の

結果も確認しましょう。何

から取り組むべきかお困り

の場合は、健康課の各種

　健康相談をぜひご利

　用ください。

収縮期血圧   が 130 以上の市の居住分布図

収縮期血圧が 130 以上の場合、
脳卒中・心不全・腎不全などのリ
スクが高まります。図の地域は、
色が濃くなるほど 130 以上の割
合が高くなります。

池田地区池田地区

薄根地区薄根地区
沼田地区沼田地区

川田地区川田地区

利南地区利南地区
白沢地区白沢地区 利根地区利根地区

※ GIS 地図データと令和 6 年度 KDB データ（特定健診受
診結果）から作成

※ ※一般的に「上の血圧」と呼ばれます
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